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Single photon emission computed tomography

(SPECT) 画像の収集条件における因子の 1つと

して角度サンプリング数があり，放射能分布をよ

り正確に再現した SPECT 画像を得るためにはサ

ンプリング定理に基づく角度サンプリング数が必

要とされているが，撮像時間とトレードオフの関

係にあり，これまでに多くの検討がなされてい

る1~6)．Fig. 1 は SPECT 評価用ペーパーファン

トムの手法7)を用いて作製した幅 5 mm，直径 5，

10，15，20 cm，厚さ 30 mm のリング状ファント

ムを角度サンプリング数およびマトリクスサイズ

を変動させて撮像し，filtered back projection

(FBP) 法もしくは ordered subsets-expectation maxi-

mization (OS-EM) 法で画像再構成した transverse

像である．本ファントムはどの収集角度において

も投影データが同一で，角度サンプリング数のみ

が異なるデータが取得されていることから，純粋

に角度サンプリング数の影響を評価できると考え

る．

FBP 法による再構成画像では角度サンプリン

グ数の減少に伴いファントム外側にストリーク

アーチファクトの出現を認めた．さらに，サンプ
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リング角度15度以上では最外側のリングより順に

エリアシングエラーが原因と思われるアーチファ

クトによりリングが破線状を呈し，その縞の数は

角度サンプリング数と一致した．これは単にスト

リークアーチファクトがリングに重なることによ

り出現したものではないことが OS-EM 法による

再構成画像にも同様のアーチファクトが出現して

いることから判断できる．今回，破線状アーチ

ファクトと表現したが，本事象は放射能分布，γ

線の散乱および減弱，部分容積効果等によって

アーチファクトの形状や出現の仕方が異なること

が予測される．

一方，理論上必要とされる角度サンプリング数

(S) は次式で表される．

S≧πL/2a

ここで π は円周率，L は被写体の直径，a はピ

クセルサイズである8)．このため角度サンプリン

グ数は被写体サイズおよび収集ピクセルサイズに

依存する．本実験系では128マトリクスで96以上

の投影データ（サンプリング角度3.8度以下）が

必要であり，64マトリクスでは48以上の投影デー

タ（サンプリング角度7.6度以下）となるが，ピ

クセルサイズの違いによる大きな影響は認められ

なかった．しかし，角度サンプリング数の減少に

伴い，外側からエリアシングエラーを起こすこと

から被写体サイズに依存し，大きくなるほど必要

な角度サンプリング数が増加すると考えられる．

本ファントムの評価方法として circumferential

profile curve より算出したカウントの変動係数の

利用が挙げられるが，本報告ではこれらの関連に

ついて結論づけるまでには至らず，今後の課題と

した．今回，これまでに OS-EM 法による再構成

画像においてエリアシングエラーによるアーチ

ファクト出現に関する報告はなかったため報告し

たが，今後，本ファントムにより最適な角度サン

プリング数の詳細な評価を行いたい．
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